
障害者週間の行事の一環として、障害者週間の趣旨に
ふさわしいセミナーを各団体が実施します。

日  時
会  場
主  催 各団体

有楽町朝日スクエア
平成29年12月7日（木）～8日（金） ▶9：30～18：20 

障害者週間「連続セミナー」2

12月7日（木） ●お申し込み・お問い合わせは、各セミナーの主催団体まで。
●入場は無料です。（定員は各セミナー100名までとなります。）

9：30
▼

11：20

超高齢化・高度情報化社会において、高齢者・障害者が自立した豊かな生活を送るためには、読み書き（代読・代筆）
支援の実施や大活字等での情報提供支援が必要です。読書・読み書き困難がある人の声を聞きながら、具体的
な行政施策について考えます。

特定非営利活動法人 大活字文化普及協会
▶http://www.daikatsuji.co.jp/
超高齢化・高度情報化社会における情報支援の必要性とは？
～高齢者・障害者等の読み書き困難を解消する行政施策について考える～

TEL：03－5282－4361　FAX：03－5282－4362　E-mail：dream@daikatsuji.co.jp
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11：50
▼

13：40 吃音は言葉がつまるという表面的な問題だけではなく、内面の人格形成にも大きく影響を及ぼす言語障害、発達
障害の一つで、その支援には他の障害と共通する点も多くあります。吃音外来での３００名以上の診療実績から
得た、障害者差別解消法、改正障害者雇用促進法、発達障害者支援法に基づく吃音支援の実際を解説します。

特定非営利活動法人 全国言友会連絡協議会
▶http://zengenren.org/
新しい法律を活用した吃音支援　―こどもから大人まで―

TEL：03－3942－9436　FAX：03－3942－9438　E-mail：zengenren@gmail.com
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14：10
▼

16：00 企業の雇用管理者から精神障害者の職場定着に向けた課題への対応（健康管理面、コミュニケーション面、職
務遂行面等）の具体的事例や障害当事者の視点から働き続けるための工夫等について紹介します。また、地域
の支援機関や医療機関との連携等も紹介します。

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構
▶http://www.jeed.or.jp/
精神障害者雇用は今！～事例から考える精神障害者の職場定着～

TEL：043－213－6200　FAX：043－213－6556　E-mail：hiroba@jeed.or.jp
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16：30
▼

18：20 ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）は日本を含む１５０を超える加盟国のもと、国連にて採択さ
れました。とり残されない人を作る共生社会について、障害者、特に発達障害（ディスレク
シア等）に焦点を当て、現在の取組と今後の課題について意見交換を行います。

公益財団法人 日本障害者リハビリテーション協会
▶http://www.jsrpd.jp/
ＳＤＧｓと共生社会 ―発達障害（ディスレクシア等）への取組と課題―

TEL：03－5273－0601　FAX：03－5273－1523　E-mail：soumu@dinf.ne.jp
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【１日目】


